【２００８年救急復元】
回答の個数が指定されているもの以外、回答の個数は不明

問題１

胸骨圧迫について正しいもの
１、両肋骨弓の交点に手を置く
２、１０から１５�の深さで強く圧迫する
３、一分間に６０回のペースで圧迫する
４、圧迫する手は胸壁から完全に手を浮かせてから再び圧迫する
５、小児の一人法は３０(胸骨圧迫)：１(呼吸)の割合で行う

問題２

AEDについて正しいものを選べ。
A:２分間毎に自動解析される
B:解析中、充電中にも胸骨圧迫をする
C:上室性頻拍に使用
D:パッドには成人用、小児用、乳児用の３種類がある
E:除細動終了後、パッドを外して救急隊（医師）に引き渡す
問題３

以下の文で正しいのはどれか。
Ａ．低ＣＯ2血症では意識消失は起きない。

Ｂ．薬物中毒では、全例胃洗浄を行う。

Ｃ．心配停止の患者の蘇生後に心配されるのは低酸素血症である。

Ｄ．心停止５分間ぐらい心配蘇生しなくても死亡率は上昇しない。

Ｅ．意識消失が強く状態が悪そうな場合、救急車から直接ＣＴ室に行くこともある。

問題４ 

トリアージタグで赤タグをつけるのは以下のどれか
a下肢を骨折して歩行不可能
b
c、呼吸数が32回/分で意識がある
d
e、毛細血管再充血時間が2.5秒
問題５

次のうち正しいものを2つ選べ。
A.全身性の痙攣は緊急で止めるべきである
B.過換気によるPaCO2の低下は緊急で補正するべきである
C.低血糖は緊急で補正するべきである
D.低Na血症は緊急で正常値まで補正するべきである
E.脈なし心室性頻拍（Pulseless VT）は同期で電気的除細動を行うべきである

問題６

ログロールを行ってはならない状況はどれか。2つ選べ。

a.骨盤動揺が認められるとき
b.腹腔内出血が疑われるとき
c.穿通性異物を固定したとき
d.両側大腿骨骨折が疑われるとき
e.フレイルチェストが疑われるとき

問題８

誤った組み合わせ
a緊張性気胸−胸くうせん刺

b心タンポナーデ−心のうせん刺

c出血性ショック−骨髄せん刺
d上気道閉塞−経鼻挿管

e骨盤骨折−経カテーテル動脈塞栓術　

問題９

頭蓋内血腫を疑う所見（解答数指示なし）

ａ瞳孔不同

ｂバトル徴候

ｃ片麻痺

ｄ低血圧・徐脈

ｅダブルリングサイン

 

問題１０
「鈍的物体にぶつけてできた皮膚の連続性が破綻した開放性損傷。しばしばデブリードマンを要する。」
この説明にあてはまる「きず」の名前はどれか？１つ選べ。
 

A.挫創
B.挫傷
C.切創
D.切傷
E.擦過傷
問題11．右図の肢位は何か。

a.除脳硬直

b.除皮質硬直

c.項部硬直

d.助産婦の手

e.Wernicke－Mann肢位

問題12．脳梗塞に対するt-PAを用いた経静脈的血栓溶解療法は、発症から何時間まで適応があるか。

a.1時間

b.3時間

c.6時間

d.12時間

e.24時間

問題１４

12誘導心電図の胸部誘導の位置で正しい組み合わせはどれか。

A.V1---第３肋間胸骨右縁
B、V2---第４肋間胸骨左縁
C、V4---第５肋間左鎖骨中線
D、V5---V4とV6の中点
E、V6---第６肋間左中腋窩線

問題１６

67歳男性、突然の胸痛を訴え救急要請した。

　来院時、胸痛苦悶を訴え四肢は冷たく汗をかいていた。２分後にうめき声を上げ、全身が10分間強直した。その後反応がなくなりまばらにしゃくりあげるような呼吸だった。頭部後屈顎先挙上を行い頸動脈を確認したが脈を触れなかった。

　まず行うべき対応はどれか。
a.胸骨圧迫

b.気管挿管

c.脈拍の再確認

d.胸部聴診

e.意識レベルの再確認

問題17

　

以前より心電図上QT延長を指摘されていた患者が意識消失発作にて当院救急部に搬送されてきた。来院時の心電図を以下に示す.最も効果的と思われる薬剤はどれか？１つ選べ.

（心電図↓〉２００７年の心電図

A.　エピネフリン

B.　カリウム

C.　ベラパミル

D.　マグネシウム

E.　リドカイン　　

 

問題１８

60歳男性。ある冬の日、会社の帰りに大量に飲酒し自宅に帰ろうとしたところ、用水の中に転落し、濡れたまま2時間ほど中に倒れていたところを通行人に発見され、救急搬送となった。搬送時のバイタルは血圧102/65mmhg、HR45/min、SpO2 96%、呼吸回数9回/min、直腸温33.1℃、JCS20であった。顔面と両ひざに擦過傷、右側腹部と左肩に打撲痕を認めた。対応として正しいものを選べ(回答個数の指定なし)。
 

a.加温した輸液を点滴する。
b.すぐに毛布で保温を開始する。
c.急性アルコール中毒に対して胃洗浄を行う。
d.レントゲンなどの外傷の精査は完全に意識が回復してから行う。
e.SpO2が良好であり、酸素投与は行わない。

問題19番目

一歳男児が臀部の熱傷で救急受信した。全身に様々な打撲痕認め、レントゲンで

古い骨折の跡が多数見られる。適切な対応は？

a帰宅させる

b保健所へ連絡

c親との会話を避ける

d虐待の有無を親に詰問

e児童相談所へ通告。
問題２０

36歳男性。バイクで走行中に自動車と衝突し受傷した。JCS2、呼吸36/分　努力性
、脈拍128/分、血圧78/36mmHg、SpO2 88%、顔面苦もん状、右胸部を触れると皮下
にプチップチッとした感触がある。もっとも疑わしいのはどれか。
Ａ．食道損傷
Ｂ．頬骨骨折
Ｃ．大動脈損傷
Ｄ．緊張性気胸
Ｅ．心タンポナーデ

問題21

64歳女性、震災後車で寝泊まりしていた。右下肢にこわばりを生じ、その後胸痛
を生じた。
A脂肪そくせん
B仮性クループ
C過換気
D気胸
E肺血栓そくせん

問題２３

５６歳、男性。交通事故にて救急搬送された。意識ＪＣＳ100、血圧78/44mmHg、
脈拍122/min。右側頭部に挫創。腹部は打撲痕、腹部膨満していた。
最も早期に行わなければならないものはどれか？

A.NIHSS評価
B.急速輸液
C.診断的腹腔洗浄
D.緊急頭部単純CT

E.緊急腹部造影CT
問題24

70歳男性、造影CT後、呼吸困難、頻脈を認めた。

次のうち適切な治療を選べ。

a.インドメタシン投与

b.アミオダロン投与

c.酸素投与

d.アドレナリン投与

e.アトロピン投与

問題２５

25歳男性 地震に被災し両下肢を支柱に挟まれていた。呼吸数30脈拍120収縮期血
圧90。下肢は痺れている。救出直後に問題となることはどれか？1つえらベ
A低酸素血症
B脱水
C高カリウム血症
Dミオグロビン尿
Eコンパートメント症候群

